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一般質問

石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

①
局

地
的
な
浸
水
が
あ
っ
た
場
合
の
情
報

伝
達
は
。

　

②
注
意
が
必
要
な
地
域
は
。

　

③
周
辺
市
へ
雨
水
が
流
れ
て
し
ま

う
地
域
へ
の
対
応
は
。

市
長　

①
豪
雨
の
影
響
が
予
想
さ
れ

た
場
合
は
各
担
当
課
を
集
め
、
緊
急

時
の
情
報
連
絡
体
制
を
し
い
て
、
早

急
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

　

②
１
時
間
に
50
㍉
メ
ー
ト
ル
以
上

の
雨
量
に
な
る
と
、
市
内
全
域
に
注

意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

　

③
要
請
が
あ
れ
ば
土
の
う
の
貸
与

が
可
能
で
あ
る
。

藤
原
哲
重
議
員
（
フ
ォ
）　

①
個
人

情
報
保
護
法
に
よ
り
、
防
犯
・
防
災

の
点
で
不
都
合
を
感
じ
る
こ
と
は
。

　

②
自
治
会
で
必
要
な
情
報
を
ど
こ

ま
で
提
供
で
き
る
か
。
ま
た
、
民
生

委
員
が
把
握
し
て
い
る
情
報
を
自
治

会
と
共
有
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
安
否
確
認
や
地
震
等
の
被

害
軽
減
の
た
め
、
個
人
情
報
の
共
有

化
は
有
効
だ
が
、
自
治
会
等
で
地
域

す
べ
て
の
情
報
を
集
約
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
の

情
報
の
共
有
化
が
必
要
で
あ
る
。

　

②
対
象
者
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
れ

ば
、
共
有
で
き
る
と
考
え
る
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）　

①
農
業
・

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
動
物

衛
生
研
究
所
の
海
外
伝
染
病
研
究
施

設
や
農
林
水
産
消
費
安
全
技
術
セ
ン

タ
ー
農
薬
検
査
部
と
の
交
流
は
。

　

②
防
災
計
画
に
こ
れ
ら
の
施
設
へ

の
対
策
を
入
れ
る
必
要
は
な
い
か
。

　

③
こ
れ
ら
の
施
設
と
定
期
的
な
情

報
交
換
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

①
業
務
内
容
に
つ
い
て
、
防

災
面
で
か
か
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　

②
地
域
防
災
計
画
で
は
、
多
摩
小

平
保
健
所
が
中
心
と
な
っ
て
対
応
す

る
施
設
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

③
特
殊
性
な
ど
を
考
慮
し
、
直
ち

に
情
報
交
換
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

①
あ
き�

地
の
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例

に
基
づ
く
対
応
は
。

　

②
空
き
地
、
空
き
家
の
有
効
活
用

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

①
齋
藤

素
巖
と
小
平
市
と
の
関
係
や
、
作
品

が
寄
贈
さ
れ
た
い
き
さ
つ
は
。

　

②
記
念
館
等
を
学
園
坂
商
店
街
に

設
置
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

①
昭
和
18
年
に
学
園
東
町

に
移
り
住
み
、
制
作
活
動
を
し
て
き

た
。
遺
族
か
ら
寄
附
の
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
た
め
、
270
点
を
超
え
る
彫
刻

石
こ
う
作
品
を
受
け
入
れ
、
平
成
３

年
度
か
ら
ブ
ロ
ン
ズ
化
を
進
め
、
公

共
施
設
等
に
設
置
し
て
き
た
。

斎
藤
貴
亮
議
員
（
フ
ォ
）　

①
小
平

エ
ー
ル
の
年
間
製
造
量
は
。

　

②
地
場
産
食
材
な
ど
を
使
っ
た
料

理
店
を
、
市
独
自
の
目
印
で
Ｐ
Ｒ
で

き
な
い
か
。

　

③
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
活
用
方
法
は
。

市
長　

①
３
千
６
百
本
ほ
ど
で
あ
る
。

　

②
小
平
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
協
議
会
で

今
後
研
究
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

③
小
平
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
協
議
会
は

特
産
品
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
、

市
で
は
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

①
小
・

中
学
校
の
情
報
機
器
に
か
か
っ
た
総

経
費
は
。

　

②
ソ
フ
ト
の
選
択
基
準
は
。

　

③
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
は
行
わ
な

い
の
か
。

教
育
長　

①
平
成
15
年
度
か
ら
５
年�

※
小
平
エ
ー
ル
と
は

　

小
平
市
内
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

使
用
し
た
発
泡
酒
の
こ
と
。

石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

①
小
・

中
学
校
で
の
環
境
教
育
の
必
要
性
は
。

　

②
環
境
教
育
の
取
り
組
み
は
。

　

③
課
題
は
何
か
。

教
育
長　

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問

題
は
人
類
の
将
来
の
生
存
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

　

②
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
で
環

境
の
大
切
さ
な
ど
を
考
え
る
活
動
を

行
い
、
ご
み
の
減
量
化
や
節
電
等
の

具
体
的
な
活
動
を
通
じ
て
環
境
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

③
生
活
習
慣
の
中
で
考
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
関
係
機
関
等
と
の

連
携
が
必
要
で
あ
る
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）　

①
サ
ポ�

ー
ト
体
制
を
つ
く
る
上
で
の
課
題
は
。

　

②
具
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に

専
門
性
を
持
っ
た
職
員
配
置
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

③
通
常
学
級
介
助
員
の
介
助
を
受

け
て
い
る
児
童
等
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

教
育
長　

①
安
定
し
た
人
材
の
確
保

で
あ
る
。

　

②
研
修
を
充
実
し
、
地
域
と
連
携

し
た
教
育
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

③
校
内
に
お
け
る
移
動
、
給
食
、

着
が
え
等
の
学
校
生
活
に
か
か
わ
る

こ
と
で
あ
る
。

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
武
蔵

野
美
術
大
学
の
構
内
の
通
行
が
で
き

な
く
な
っ
た
理
由
は
。

　

②
美
大
通
り
か
ら
十
二
小
へ
の
通

学
路
は
ど
う
な
る
か
。

　

③
美
大
通
り
か
ら
五
中
通
り
の
間

を
拡
幅
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
区
画
整
理
に
よ
り
構
内
の

通
行
が
不
要
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

教
育
長　

②
事
業
が
完
了
し
た
時
点

で
、
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
学
校
長

が
指
定
す
る
。

　

③
安
全
な
通
学
路
と
考
え
て
お
り
、

予
定
は
な
い
。
状
況
に
変
化
が
あ
れ

ば
適
時
対
応
す
る
。

川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

①
夏
休

み
中
の
安
全
対
策
は
。

　

②
移
動
教
室
が
天
候
等
の
影
響
で

計
画
ど
お
り
い
か
な
い
場
合
に
備
え
、

複
数
の
計
画
を
用
意
し
て
い
る
か
。

　

③
プ
ー
ル
の
鳥
の
ふ
ん
対
策
は
。

教
育
長　

①
各
学
校
で
全
職
員
を
対

象
に
研
修
を
行
い
、
児
童
・
生
徒
の

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
学
校

図
書
館
支
援
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
と

協
力
員
の
活
動
の
実
績
は
。

　

②
全
小
・
中
学
校
に
学
校
司
書
を

配
置
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

①
初
年
度
は
調
べ
学
習
等

に
使
用
す
る
図
書
の
配
送
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
、
２
年
目
は
よ
り
実
務
的

に
支
援
を
行
っ
た
。
協
力
員
は
学
校

図
書
館
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

授
業
等
の
協
力
を
し
た
。

　

②
学
校
司
書
教
諭
等
が
中
心
と
な

り
、
保
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

協
力
を
得
な
が
ら
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

①
公
費

で
購
入
し
た
パ
ソ
コ
ン
は
教
員
一
人

当
た
り
何
台
で
、充
足
し
て
い
る
か
。

　

②
教
員
が
私
物
の
パ
ソ
コ
ン
を
持

ち
込
む
際
の
根
拠
は
。

　

③
小
・
中
学
校
の
職
員
用
の
パ
ソ

コ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
費
用
は
他
市

と
比
較
し
て
十
分
か
。

教
育
長　

①
０
・
13
台
で
、
充
足
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

②
学
校
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合

に
限
り
許
可
し
て
い
る
。

　

③
類
似
８
市
の
中
で
は
十
分
と
は

言
え
な
い
の
で
、
充
実
に
向
け
検
討

し
た
い
。

宮
﨑
照
夫
議
員
（
政
和
）　

①
災
害

等
に
備
え
、
隣
接
す
る
公
園
に
非
常

避
難
口
を
設
置
し
た
い
と
い
う
要
望

が
あ
っ
た
が
対
応
は
。

　

②
地
域
の
小
公
園
も
、
防
災
面
で

の
活
用
が
必
要
で
は
。

　

③
公
園
を
初
め
、
い
っ
と
き
避
難

場
所
を
開
放
し
て
公
開
訓
練
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
見
解
は
。

市
長　

①
管
理
上
、
ま
た
公
平
性
の

点
で
難
し
い
と
説
明
し
理
解
を
得
た
。

　

②
一
時
集
合
場
所
等
と
し
て
活
用

す
る
よ
う
案
内
し
た
い
。

　

③
昨
年
度
か
ら
市
立
の
全
小
学
校

等
で
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
、
緊

急
初
動
要
員
の
市
職
員
等
が
参
加
し
、

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。　

を
考
え
て
は
。

　

③
空
き
家
の
管
理
に
対
す
る
条
例

等
を
つ
く
れ
な
い
か
。

市
長　

①
年
３
回
定
期
的
に
パ
ト
ロ�

ー
ル
を
実
施
し
、
所
有
者
に
除
草
の

勧
告
を
行
っ
て
い
る
。

　

②
今
後
問
題
に
な
れ
ば
、
空
き
地

等
を
活
用
し
安
全
・
安
心
で
快
適
な

住
環
境
の
形
成
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
の
手
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

③
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

実
現
に
向
け
た
指
導
を
行
っ
て
お
り
、

制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

市
長　

②
市
と
し
て
設
置
す
る
考
え

は
な
い
が
、
商
店
街
が
彫
刻
に
よ
り

魅
力
ア
ッ
プ
や
集
客
の
増
を
図
る
の

で
あ
れ
ば
支
援
し
た
い
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

①
学

校
給
食
の
自
給
率
は
。

　

②
自
給
率
向
上
の
た
め
の
政
策
は
。

　

③
小
平
産
の
農
産
物
を
活
用
し
、

日
野
市
の
野
菜
給
食
月
間
の
よ
う
な

事
業
が
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

①
昨
年
度
は
小
学
校
７
・

５
％
、
中
学
校
15
・
４
％
で
あ
る
。

　

②
小
学
校
は
生
産
農
家
と
の
直
接

契
約
を
基
本
と
し
、
中
学
校
は
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
と
野
菜
生
産
者
ク
ラ

ブ
等
が
協
議
す
る
中
で
使
用
量
を
伝

え
、
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　

③
現
在
、
生
産
者
と
の
話
し
合
い

の
中
で
、
政
策
や
事
業
の
研
究
を
行�

っ
て
い
る
。

間
で
、
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
８
億�

６
千
８
百
76
万
円
で
あ
る
。

　

②
特
に
不
都
合
が
な
い
限
り
、
パ

ソ
コ
ン
の
リ
ー
ス
時
に
従
前
と
同
等

の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

を
導
入
し
て
い
る
。

　

③
中
学
校
で
は
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整

備
が
整
っ
て
い
る
が
、
小
学
校
で
は

整
っ
て
い
な
い
た
め
検
討
し
た
い
。

安
全
確
保
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図�

っ
て
い
る
。

　

②
計
画
の
段
階
で
雨
天
の
場
合
を

想
定
し
、
準
備
し
て
い
る
。

　

③
上
水
中
学
校
で
プ
ー
ル
全
体
に

ネ
ッ
ト
を
張
る
対
策
を
講
じ
て
お
り
、

効
果
を
確
認
し
な
が
ら
他
の
学
校
へ

の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

し
て
活
用
す
る
考
え
で
あ
る
。

◀

小
川
西
町
防
災
広
場

特
別
支
援
教
育
で
障
害
傾
向
児
童
等

へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
ど
う
変
わ
っ
た
か

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理
事
業

区
域
内
等
の
十
二
小
・
五
中
通
学
路

夏
休
み
前
と
夏
休
み
中
の

小
・
中
学
校
の
安
全
に
つ
い
て

い
つ
で
も
人
の
い
る

学
校
図
書
館
に
す
る
に
は

U
S
B
メ
モ
リ
ー
紛
失
事
故
を
受
け

小
・
中
学
校
職
員
室
の
I
T
化
を

防
災
・
安
全

さ

ら

に

頻

発

す

る

都
市
型
水
害
に
備
え
て

個

人

情

報

の

共
有
化
は
で
き
な
い
か

防
災
面
か
ら
公
園
に
隣
接
す
る

住
民
へ
の
配
慮
は
で
き
な
い
か

防
災
計
画
の
中
で
海
外
伝
染
病
研
究

施
設
等
と
の
連
携
が
必
要
で
は

増
加
す
る
空
き
家
・
空
き
地

問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

産
業
振
興

学
園
坂
商
店
街
に
齋
藤
素
巖
の

記
念
館
等
の
設
立
を

◀
齋
藤
素
巖
作
品
「
交
通
」

（
あ
じ
さ
い
公
園
）

地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け

「
小

※

平
エ
ー
ル
」
に
エ
ー
ル
を

教
育
・
文
化

◀
原
材
料
の
小
平
産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

小
学
校
と
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン

事
情
と
情
報
設
備
に
つ
い
て

目
で
見
え
る
省
エ
ネ
学
習
を

推

進

し

よ

う

◀
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
プ
ー
ル

（
上
水
中
学
校
）

小
平
の
野
菜
で
学
校
給
食
の

自
給
率
向
上
を
目
指
せ




